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論    文 

タ イ ト ル 
学生生活の過ごし方が昇進意欲に与える影響 

要    旨 本研究では、昇進意欲の低下とその2極化について調査を行い、背

景に終身雇用制度の崩壊やリモートワークの普及による働き方の多

様化が影響していることを指摘している。学生生活の要因が

proactive行動に与える影響を明らかにするため、アンケート調査を

実施し、相関分析、因子分析、重回帰分析、共分散構造分析を行っ

た。結果として、proactive行動を積極的に取る学生やキャリア展望

を持つ学生ほど昇進意欲が高い傾向があり、将来を具体的にイメー

ジできることが昇進意欲に正の影響を与えている可能性が示され

た。したがって、有意義な学生生活を送るためには、まず将来を想

像し、自身のキャリアとの距離を把握した上で行動を起こすことが

重要である。また、大学は学生に就職活動だけでなく、現在の行動

が将来に与える影響を示し、学生に公私両面で人生をどう送りたい

かを考えさせることで、将来の解像度を高める支援が求められる。 

 


